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潤
滑
油

特
輯

號

　

　

潤
滑

畑
に

就
て

　

景

雫
一

雄

潤

滑

油

に

就

て

一

〇
六

二

海
軍

燃
料

厳
　

景
　
　
李

一

雄

　
總
て

の

機
械
的
作
業
の

目

的
は
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
損
す
る

こ

と
な

く
最
も
有
効
に

利
用
し

所
期
の

成
果
を

得
る

に

あ
り
、

然
る

に

實
際
に

於
て

は
主
と
し
て

摩
擦
面
の

摩
擦
抵
抗
に

よ
り

多
量
の

エ

ネ
ル

ギ

ー

を

損
失
し

つ

」

あ
る

状
態
に

し
げ

、

、

潤

滑
作
用
の

目
的
は

實
に

此

抵
抗
を
如
何
に

小
な
ら
し
む
る

か

に

存

ず
る

な
り

　
さ

て

接
觸
面
の

摩
擦
に

は

三

つ

の

種

類
あ
り

、

第
一

は

兩
表
面
が

全
く

清

淨
な
る

も
の
（

固
體
摩
擦
）

、

第
二

は

軟
か

き
固
體
或
は

液
體
の

極
め

て

薄
き

膜

に

よ

り

て

蔽
は

れ
た

る

も
の

、

第
三

は

兩
表

面

間
に

相
當
の

厚
さ

の

液
昼
が
存
在
す
る

も
の
（

液
體
摩
擦
）

に

し
て

、

潤
滑
と

は

第
一

の

周

體
摩
擦
を

第
二

及

第
三

の

場
合
の

摩
擦
に

轉
換
せ

し

む
る
こ

と
を
謂
ひ

、

第
二

の

場
合
を

不
完
全
潤
滑
作
用
（

目

旨

8
舅

営
 

8

呂
げ
o

毎
乙
餌

亳

ご
ξ一
鐔
試

皀
）

、

　
第
三

の

場
合

を

完
全
潤
滑
作
用
（

Oo

囂

唱
9
 

。

噌

ゆ
口

峯

ピ
び

ほ

§
寓
o
冨

）

と
呼
ぶ

、

潤
滑
油
は

此

摩
擦
の

種
類
を

轉
換
せ

し
む
る

爲
に

用

ゐ

ら

る

丶

も
の

に

し
て

從
て

各
々

の

潤
滑
作
用
を

全
か

ら

し
む
る

爲
に

種
々

の

性

質
が

要

求
せ

ら
る

　
一

般
に

摩
擦
面
は

完
全
潤
滑
作
用
の

行
は
る

曳

如
く

設
計
せ

ら

る

〜

も
摩
擦
面
の

速
度
と
荷
重
の

調
和
を
缺
く
場
合

、

例
へ

ば

機
械
の

起
動

時
、

休
止
時
及

荷
重
著
し
く
大
な
る

場
合、
或
は
油
の

供

給
不
充
分
な
る

場
合
等
に

於
て

は

相
當
の

厚
さ

を
持
つ

潤

滑
油
暦
の

形
成
困

難
に

し
て

油
は

極
め
て
、

薄
き
膜
と
な

り

所
謂
不
完

全
潤

滑
作
用
の

領
域
に

至
る

、

故
に

斯
か

る

場
合
に

於
て

も

徇
よ
く
金
屬
の

直
接
接
觸
を

防
止

し
て

潤
滑

作
用
を

全
か

ら

し

む
る

爲
に

は
、

此

薄
膜
が

金
麗
面
に

輩
固
に

吸

着
し
摩
擦
抵
抗
を
減
少
せ

し
む
る

性
能
を

具

備
せ

ざ
る
べ

か

ら
す

、

此

油
膜
構
成
力
を
一

般

に

オ

イ

リ

ネ
ス

（

。

臣
ロ
o
総
馳

と

稱

・
、

・

此

籠
の

單
位
・

就
て

は

委
確
定

芸
・
の

な
−

濃
の

靉
籤
・

聽
謬
・

蠣
藷
藩
の

霧
・

挈
・

吸

蠢
・

饗
・
・
比

較
す
る

を

普
通
と

す
）

　

以
上

の

如
き
吸

着
膜
に

よ

る

潤
滑
は

、

固
體
摩
擦
の

場
合
よ

り

摩
擦
抵
抗
を

減
少
せ

し

む
る

と
雖
も

、

未
だ

相
當

大
に

し
て
（

第
一

圖
參
照
）

且
蓮

轉
歌

況

の

突
發
的

變
化
に

よ

り

吸

着
膜
が

破

壇
せ

ら

れ
て

金
屬
面
の

損
傷
を

起
し

易
き

惧
れ
あ
る

が

故
に

、

一

般
の

機
械
に

於
て

は
、

摩
擦
面
は

内
部
抵
抗
の

少
な

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　工nstltute 　of 　Energy

號 十 二 百 第

第
一 表 　完全潤滑作用の 臨界黜

（二即

謬 ・  ！鵠 攤
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　　　　　　　　　　　し

　 0．α123吊　i］4590

　
45
　
83
　
68
　
66
　
63
　
局

瓰

％

　
4614254

．527

．516

．E952230

．7513

．3324

 

 

讎

瀦

騰

瓢

諜

糲

繼

麗
価

荷 　　重

Ck91cm2 ）

　 32．5

　 　　〃

　 16．2

　 32．5

〃

〃

〃

〃

〃

田

鋤

 

獅

〃

駕

舘

蹣

〃

〃

砌

潤 滑 油 の 種 類

Gargoyle　Ar （虻ic

Shell　B 三｝1

　　 　　　 　 〃

Shel 　VD

Winterachsen61

Gargoyl　MobiL　A−

Som 皿 erachsen61

Gargoyle　Mobil　BBl

Diese161
　　 　　　 　 〃

Gargoyle　Mobil　BB2
　　 　　　 　 〃

Aspa　Spezial

RizinusUL
　　 　　　 　 〃

　　 　　　 　 〃

Castrol　R

ASPi 　AAspa

　BB
　　 　　　 　 〃

表第

致

切

・

向麗
、

闘
kxO ．OOO98

kxO ．00186

kxO ．OOIOO

誉
…

矗斷
．

粘

暼
誘

荷

魄
、

27．530

．7513

．33

0．TIC8e

．1420

．234

油 の 種類

蛎

”

”

3蓖痲子油

Aspa　A
”　　 BB

ミ
 
も

第　
一

　圖

摩擦 係 歎

§　 §噺
　
　
　

ミ

潤
滑
油

特

韓
號

ミ
　
　

ζ
　
　
軋
亀

　
　
N
ヨ

｝

潤
滑
油
に

就
て

輦
　
　

聴

景
亭
一

雄

き

液
體
に

よ

り

て

完
全
に

金

屬
を
引
離
し

、

所
謂
完
全
潤

滑
作
用
を
行
は

し
む
る

必
要

あ
り

、

而
し
て

金
屬
面
間
に

相
當
の

厚
さ

を

持
つ

油
贋
を

形

成
せ

し

む

る

性
能
は

液
體

の

内
部

抵
抗
な
る

粘
稠
性
に

基
く
も
の

な
り
、

故
に

潤冖
滑

油
の

粘
稠
性
を
大
に

す
れ
ば

油
暦
の

形
成
を
客
易
な

ら

し

む
る

も

反
面

内
部

抵
抗
を

増冖

加
せ

し

む
る

結
果
と
な
る

、

此
外

完
全
潤
滑
作
用
に

於
け

る

油
暦
形
成
に

依
る

因
子

、

換
言
す
れ

ば

摩
擦

羝
抗
に

關
係
す
る

因
子
に

は

摩
擦
面
の

速
度

、

荷
重

、

遊
隙
、

摩
擦
面
の

歌
態

、

給
油
量
等

種
々

あ
る

も
あ
る

定
ま
れ
る
摩
擦
面
に

就
て

は

其
摩
擦
係

數
（

μ
）

は

粘
度

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
け

お

（

、

）

蓮

度
（

η

祷
翼
。

）

の

函

攀
判
に

て

表
す

・

と
を

得
、

今
摩
擦

票
滑
動
を

始
め

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
ゆ
き

し
後
の

摩
擦
係
數
の

變
化
を

−

ザ
ー

と
の

關
係
曲
線
よ

り

み

る

に

第
一

圖
に

示
せ

る

如
く

、

摩
擦
係
數
は

摩
擦
面
が

滑
動
し
始
む
る

や

急
激
に

減
少

し
或
最
小
値
に

逹
し
以

後
漸
檜
す

、

此
最
小

値
を
不
完
杢
潤
滑
と

完
杢
潤

滑
と
の

臨
界
點
と

呼
ぴ

、

臨
界
點
の

左
側
が

不

先
全

潤

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　（
註

邑

滑
、

右
側
が

完
杢
潤
滑…
の

領

域
に

儷
す

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
一

〇

六一
二
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潤

滑
油

特
輯

號

　

潤

滑
油
に

就
て

　

最

亭
一

雄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一
〇

六

四

　
此
臨
界

點
に

對
し

て

は

油
の

粘
度
が

闊
係
す
る

（
第
一

表
參
照
）

の

み

な

ら

す

油
膜

構

成
力

も
影

響
す

る

こ

と

は

第
一

表
の

測

定

値
を

用
ゐ

て

緊

”

さ

’

＼

81
剣

丶

矧

の

鵡
辞
り

摩
擦

係
數
を

算
出
す
る

時
（

第
二

表
參
照
）

き
奪
に

相

當
す
る

値
が

粘
度
と

直
接
閥

係
せ

ざ

る

所
よ

り

推
定
せ

ら

る

ぺ

瞬
冠

而
し

て

摩
擦

抵
抗
に

よ

る
エ

ネ
ル

ギ

ー

損
失
の

最
小
な
る

も
の

は

臨

界
點
に

於
け
る

潤

滑
作
用

な
る

も
、

機
械
蓮

轉
の

突
發
的

變
化
を
考
慮
す

る

時
實
際
に

於
て

は

臨
界
點
に

對
し

或

安
杢
係
數
を
乘
じ

た

る

摩
擦
抵
抗
に

於
て

完
全
潤
滑
作
用

を

行
は

し

む
る

必
要
を

生
す
べ

し
、

從
て

臨
界
點

に

及
ぼ

す

油
の

粘
度

、

油

膜
構
成
力

、

摩
擦
面
の

速
度

、

荷
重
、

表
面
の

状
況
、

遊

隙
、

給
油
量
等
の

組
合
せ

ら
れ
た

る

勧

響
及

實
際
の

場

合
に

必

要
な
る

安
全
係

數
が

決
定
せ

ら

る

」

時

初
め

て

潤
滑

油
の

合
理

的
使
用
法

、

換
言
す
れ
ば

速
か

に

完
全
潤
滑
作
用
に

移
行
し

、

而
も
摩
擦

抵
抗
の

少
な
き

所
に

於
て

安
全
に

潤

滑
作
用
を
行
は

し

む
る

方
法
が

確
定
せ

ら
る

ぺ

し

　

岱
粘
度
及

油
膜
構
成
力
の

二

者
は

實
際
の

場
合
種
々

異
れ

る

温
度
に

あ
る

摩
擦
而
が

同
一

油
に

て

潤
滑
せ

ら
る

、

場
合
多
き

の

み

な
ら

す
、

給
油
上
よ

り

考
慮
す

る

も
温

度
に

よ

る

變
化
の

小
な
る

こ

と
必
要
な
り

　
「

方
潤
滑
油
は

使

用
中
に

塞
氣
中
の

酸
素
に

よ

り

酸
化

作
用
を
受
く

、

之
は

更
に

熱
、

壓
力
に

よ

り
叉

水

分
、

金

鹿
の

存
在
に

よ

り
一

暦
促
進
せ

ら
る

、

そ

の

結
梨
と
し

て

酸
性
物

質
、

鹸
化
性
物

質
及
油
に

不

溶
解
性
の

重
合
物

質
を

生
成
し

遞
に

機
械
の

圓
滑
次
る

運
轉
を
困
難
な
ら
し

む
る

に

至
る

、

第
三

表
、

第
四

表
は

夫
々

タ

ー

ビ

ン

に

用
ゐ

た
る

油
が

其
種
類
に

よ

り

使

用
し

得
る

時

間
に

大
な
る

相
違
あ
る

こ

と

及
自
動
車
に

用

ゐ

た

る

油
が

其
種
類
に

よ

り

變
質

に

著
し
ぎ

相
違
あ
る

こ

と
を
示
せ

る

も
の

に

し
て

、

潤

滑
油
と
し

て

特
に

同
一

油
を

長

時
間
使
用

す
る

油
に

於
て

は

使
用
申
變
質
少

な
き
化

學
的
性
質
（

安

定
度
）

が

極
め
て

重

要
な
る

こ

と
を
知
る
べ

し

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

醤

団

對
　
蟄

1
茂

窯

誹
癜
ヨ

跳
甥
舜
蹴（
購

9

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

The 　Japan 　工nstltute 　of 　Energy

月 九 年 七 和 昭

聾

　
鐙
　
聯

獣

ρ

9
　
　

毛
る

　
　

老゚

彡
♂

　
　
　
’

＜°
 

　
　

’

＜°
σ

9
孕

O
口

き印
　

〇
一

く
ρ

O
宅
5
　
　

0
く
＝
剛一
　

〇

臭
ぷ

霹
蘿
（

彎
）

哀
§
】

崇
8

一

如

8

　
一
G。

．

　
じ 
ga

 

♪
ひ

OO

弓。

b8　
一

悼

◎●

OO

bっ

器
O
．

　句G⇔凵
80

　
　

這

　

ミ
α

、

謄

黨
・

　

蜜
O
齟

弩
8
「

弔・

§
一

　

旦

　
Go8

｛

催

璽

・。・

§
｝

評

80
；oゆ
8Q誌

鋤

こ。

 
収

唱唱墫
δ
o
．

亀。

b8

一

目

悼゜
 

Go
ゆ

甎

O
曽
7

　

画

凄
嫌
（

ロ
丶

巳
ロ

乂

誨

露
（

鎖

雛

一
繭

靄

彈

　　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　コ

　一
辯
彎
彭

勘
（

崇
P
ヒ

　
　
　

　
　
　
　』一

注
（

O

昌

90°
α

9θ

陛
．

HObOO

　

同
こoり
QQO

管。”（
δ
O

　
　
尸
伽

8
一

　
一

QQ°
駅

　
　

　
一

告●

　
  δ

o。
O

　
　

毬
O

面
　

職

卸
OcbO

　

　

鱒
鴃

oQ
駅

N

ρ
OOO

　
　
窃

b
⇔

Q

尸
望

O
　
　
亀9pOOO

　

器
．

　
　

に

　
Q◎
b9

⇔

　
　
　
b93

　

蟷
　
醸
　
懸

騎闇
b9
 

○

　
　
一

恥
 
Q

旨”
o。

8
。。、
80

　
匡．
α

　
GQ

δ

ジ

80G
。寧

OOO
　
昌

じ9

°。

8
．

O
踏印

亀
剖

隆

盥

　
　
ド
゜。

8
「
剖

悔

延
剥

髏

臨

　
鳩

佞
o
…

一

葛
o

　
　
　
噌

OOO

Q。

観

　
　
　
　

羽

騰

蒋

薩

剖

盗

蹴冖
引

懲

騨…
…
偶

　
】・
。 。

O

ρ
　
H
妖

8
 

鯉

90
一

岩
8
，

罫
町

゜。

お
｝

慧
8
皿

館
「

薩 　

 》
80

ポ

80
　

鵠

　
qgMO

炉
゜。



The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　工nstitute 　of 　Energy

號 　十 　 二 　
一
百 　第

潤
滑
油

特
舜

號
　

　
溺
滑

油
に

就
て

　

　
最

争
一
雄

〇
六

五

〔
鄲

牌

）

　

↓
ヨ

 

潯
ヨ

茲

慰
号

S
輯
鼻
洋
¢

（隲ヨ薄）

難

　

爵

魁

1
、
じ

濕

需

　

“

〉

　

蔑

（

訳
）

へ

設
）

吟
ooP 

90
図

虧゜
b っ

O
袖

Ob

圃

姻

 

一
bO

°
60

歌幽
Q

一

⇔
。・

三

一「
悼

O

酬
ρ
OO

滯薛諱華笹 （轡 ≡ヨ 　 　 ｝韓）

磚 1 群昌 溶
　 隔岡

　
）

（ 　 ヨ

　 G＞　H 曲
　 o。kご “ 晶

陰
e
港 釁

P
告。り
蓉
悼

↓

　

ρ
り

O
刈

　

　

釦

飯
ゆ

同゜
訓

Q。

狙
α⊃

幽

ρ

8
“

　

0
躯

　

06

一　一

ド

§
…

G・

§

O°
O
ゆ一
　
　

〇璽
¢

Oq

　

“°
姆

　

　

宀
じ 

　

一゜
図

　

　

O°
O

　

　

　

　

　一

　

　

　

　

　一

　

　

　

　

　一

　

　

　

　

　一

　

　

　

　

一

電

驚
O

↓

　

ObOO

　

　

こσ鹽
O

　

　

O

浴

髴 霹 欝 ＄ 薀

1蕁慧 苳lll詞
豊 一重一鬘麹．演 一豈醍．一皇δと嬋 鑑 es．1

斗

や

ObOOO°
劇

OO

」
QO9（

ゆ

9
⊆り

QQ

斗

 

ρ
OO

憾

O°
一

同

O°
9。

Q◎

O°
80

°
昌

ΦQ

｝
　

斗

 

満

翼

　

O°
O
宀

　

一゜
 

O

　

O°
ヨ

一

QQ

　

斗

黛

翻

　

計

O
」
μ

O’
Q

曲

O
」

O
に

q

O．
80

°
こQ
昏Q

フ．一
〇3

｝
　

　

　
伽

6

ヒ

誰
輩

聾
．

9QQOQQ軋

勺
『

鎗
QQ

　
−
O

髀

騨

塔
一

〇°
鵠
◎

一

宀
吋

qQ

　

旨
 

ー

ヨ
乾
耐

哥
熱

羅

澤

彌
藩
ロ

陣

　
90

冒

　
馳

恥
ド

　
一
〇一ー

纛饅

一

§

一

鳥

、一♂ミ
ナ

図

　
誹

O膠
Gb
電

Qob

劇

　
　

一

〇

QQl
日

宀

導

饗

O響
8
悼

O．
OO

歪
8
↓

耄
8
↓一
p
。

§
↓

薯
（

。

↓

O’
 （
置

こo°
日

O°
苗

O°
 

O
悼

⊆ 3°
QoO継

　

　

　

　

】
』

｝

ρ
刈

p
。

墨

ド
QDOり

ρ

9

O°
 

お

O°
09Φ

PooO．
OO

　
　

O°
Q 卩

QQ
刈

一
　
団

め

一一
　
　
H

』

　
　
　

GQ
馳

　
　
　一’
a

鴇
b80

°
 

二

　

宀
O

　

博

U

　

即
QQ

　

』9
⇔

　

覧，
贄

満

　
巽

　

ρ

8

　

0b

⇔

一
⇔。°
O

斗

 

翻

　
計

Ob

 

O．
〔

O

印

◎⇔°
O

Ob

＄

O°
＝

O°
（

OO

°
蕊

O
溢
恥

P
もQ一

〇°
こ9

ob

。

°。

　

9
筍

O°
似

bgO

。
＝

偉

謹

O°
嵩

　

O°
Qロ

Ob

δ

Ob

 

ρ

呂
O°
＄

O°
909

罐

一
b9°
Q

、¶
米
【
ゐ

ヒ

絶

、
V「
罵

団
”

刈一

匐

　
誹

　
　
O‘
gQ8

　
　
肇 D°
蟄

8
Φ．
α

　
　
　
ー

O

朗
象
OO

°
Qp

田

q9

馳
O
恥

P
訊

O
臼

一一 ．一一
1
．．一一

一
 噛

§
↓

羣
OO

立
゜。

§
↓

　

　

　

　

　

一
　
　
　

　

一

O．
Q◎
Qo
鱒

こq°
帥

O’
qロ

｝

9Qoqo

『

b9’
qQO

°
O

ρ

譲
△

　

　

　

｛

こo°
HO

°
Qp

博゜
QQOb

こゆ゜
gO

呷
oo

唱◎．
こ⇔

一
』

O°
8
的

ObqoO°
ゆ

悼

O°
O
“

O°
80

°
お

鴃．
O

Ob

＝

O°
Q
駟

O
轍
碑

O°
600

．
こ◎

蚋

O

圏

醐゜
O

O°
8QQgOgoOめ

博

O°
お

O°
博

窃

ρ

誌

　

O
⇔

纛
 
“

進

滂

　

　

爵

薄

薄

ヨ

計

　

　

靆
霹
皿
」、

O
」
 

甎

こ。．
電

bgOO

’
 

ー
O

．

O°
芻
鵠
QD

　

頃゚

Qo

　
悼

話

　

ー

go

魂
羅

冨

…

爵

靆

　

1
．

ξ゚

爨

5
 

§

嘉
　
ー一
〇

論

μ
鎗
O

ー

膳

一…

黥

曙
．

詩

果
．

‡

海

購

恥
幽

O°
Qo

ヨ
刈

　
O’
go
譜
 

　
停

8
蹈

窪
一

窪
．

・
・。

き
頃

．

　
悼

ミ

　

　

お
O

　

　

　

ー
 

　

ー

脹

O°
80』

OOe這

O°
＝

O
嶺
OO

°一
〇

一
〇

馳

誉
崇
（
λ
ヤ
い

寺
鷲
M11

臓〕

O．
鸛
b診一

b9°
gp

一

器

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

潤
滑
油

特
韓

號

　
　

潤
滑

油
に

就
て

景

雫
冖

雄

　
　

暴

匿

蹄

市

气

ー
、

ミ
野

蹄
 

こ

翼
潔
灘
蝶
髞
d

）

一

〇

六

六

寒∴難監瑩
λ

寒

贄

←

湧
寓

11
圃

灘

皿

畧

倒

漂

哉

 

bOO

墅
7
ρ

80
靖

鞘　λ
　 　

瑠 切　sc

騨 篳
oct

’
　su

節卿

φ殿
蚤 讎

　

　
　

　

　
　

　

「

鬟
二

　

　
　

　

　
　

亡
1

ー
…
−

5

翼
濠

辭

一
蘭

b8

鍛一

ド

80
華

O°
qoqQN

　．

鍾
窃

一…
鮮

 

鴇゜
幽

OO

．〔
O
こ廖

O°
O
宀

O°
O
悼冖

O°
O
「

叭

　

O

O
一
（

劇

　
O°
O

（冒
』
悼

　

O

9
鳴

QD
悼

誨

O°
自

　、

Obo9

　
　

（

ρ
り
一

も◎

巴
gc

這゚
QQb9

」

OO80這

O．
69誌

ρ

お

　
O

ー

O

認
鱒幽
Ω

O°
 
同

9
農

　

　
　
O「
ゆ
こ 。

こO

　

　
　

bgOO

　

　
　
一

●⇔

』

1・
　

　

野9
臼
O

O°
団

bg
　
　
　
O°
O
告 o
悼

博゜
 

　
　

O
」

O

P
鐔
　　、
　

O
勧
H

−
　．
　

9
じ。
一

〇’
bつ

◎Q
　
　
　

O°一
憾

竒

翼

蚤

　
目

　1即
濠聾

1 「纛
O

鴇
¢ 。凾
ゆ

O°
oo
 

O°
Φ
 

O

露
宀

卜98　
QQ
勧

一．
つDO

〔
b】
oD

ρ

厳

O°
峯

O°
憎

OO

．
臼

海

罍

魍

一

摺

曚ー1
O°
団

O
騎

勧

06b

っ

O【
9Q
同

一

兼

薔評薪

−
−

−

⊥
−

　
。

毳
。゚

．

　

お
駅

　
qゆ

』

一゚

認

⇔°
O一
GQO

°
昌

gpO

°
θ

 

9
埓

O
μ
O

籌
H
一

H9毳
鱒

鬯
O

　
 

⇔

一

6
ぴ

O°
O
留

O．
ヨ

O°
一

bgPヨ

O°
O
凹

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

The 　Japan 　工nstltute 　of 　Energy

月 九 年 七 和 昭

　
其
他
潤

滑
汕
と

し

て

は

使
用
目
的
に

よ

り

て
、

例
へ

ば
内

燃
機
關
に

使
用
せ

ら
る

」

シ

リ

ン

ダ
ー

油
は
氣
笛
内
に

炭
素
樣
物
質
の

祈
出
少

な
き
性
質
，

又

冷
却
機
械
に

用

ゐ

ら

る

丶

油
は
凝
囲
點
低
き
こ

と
等
夫
々

特
殊
の

性
質
が

要
求
せ

ら
ろ

丶

も
潤

滑
油
と

し

て

具
備
す
べ

き
主
要
な
る

性
質
は
上
記

粘
度

、

油

膜

構
成
力
及
安亠
冗

庶ハ
の
…
二

者
に

歸
す

　

然
ら
ば

之
等
の

三

性
質
は

化
學

構
造
と

如
何
な
る

關
係
を

有
す

る

か
、

先
づ

油

膜
構
成
力
に

就
て

見
る

に

之
は

金
屬
表
面
に

鞏
固
に

吸

着
す
る

性
質
を

意

昧
す

る

も
の

な
れ
ば

化
學
的
親
和

力
の

強
き

油
は

此

性
質
に

勝
る

べ

き
も

の

と
豫

想
せ

ら
る

、

直
鑚
欺
化
A
ロ

鱒
に

就
て

見
る

に

炭
化
水
素
よ

り

ア

ル

コ

ー

ル
、

酸
及
エ

ス

テ

ル

が
大
に

し

て

同
麺
の

化

合
物
に

あ
り

て

は

分
子

量
と
共
に

増
加
す
（

第
五

表
及

第
六

表
參
照
）

、

動
植
物

油
が

潤
滑
油
と

し

て

使

用
せ

ら
る

玉

意
義
は
そ

れ
が

エ

ス

テ

ル
（

童

成
分
）

及

脂
肪
酸
（

少
量
）

よ

り

な
り

て

油
膜
構
成
力
の

大
な
る

點
に

あ

り
、

叉

之
を

礦
物
油
と
の

混
成
用
に

用
ふ

る

は

礦
物
油

の

油
膜

構
成
力
を
補
足
せ

ん

が

爲
な
り

（

第
七

表
參
照
）

、

環
式
化
合
體
の

低
級
化

合
體
に

あ
り

て

は

直
銕
状
化

合
體
と

反
對
の

現

象
が

認
め

ら
る

」

が
（

第



The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

第百十鋭

饕

圏

藩

昼

聾
薫

さ
珍

聾

 
轜
覊
熟
婢へ
劈）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一

爵

　
　
　
中

　
　
　
臨

　

　

　

　

．

蠶
墨

　

　

　

　

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

論

　
　

吟

　
　

臨

　
　
奮
鞘
案

釁

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一

爵

　

　

　

吟
　
　
　

釀

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
爆

購
飄

肄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

λ

　
寒

　
黛

　

v
（

5
）

（

ρ
口

し

O°
埼
 
じ 。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　「

乂

琳

←

ヨ、
炉

”

−

丶

τ

　

　
（

O
国
冒

O
国

）

　
O．
蕊
δ
一

喜
こ

彙
（

O甲
出尉一
〇
〇
〇

＝
）

　一
P
◎。
一

〇

q。

冫

　
若

　
ヰ

　
弋
（

ロ
）

（

二
出

し

O
躯

紹
oQH

虫
 
▽

ざ
ru

ー

←

　
　
（

ρ
鼻゚
O
＝

）

…
o’
匿
o
。。

冫

風

〒

氏

v

偲

　
（

O。
コ
冨
OOO

＝
）

O°
悼

験

鵠

）

　
殴．
　
恥

　
爬

（

巳
（

9
国
；
）

斗

　
隠

　
曳

　
望

（

冒
）

（

勹°゚
出

し

昏

　
冥

穐

冶

v

　
　
（

O
旨

国
し
　
．

、

斗

協

廿

Y

　

　
（

O
ち

閏

も
　．

P
奮
O
『

　

　

　
一酊

O°
鍵
曽

　

　

　
一

　

　

　
…

　

　

　

　
一
M．
ロ

暖
、
e

ご
ぐ

凵

ー

セ

　
（

9
炉
O
¢
）

…

9
出

磊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

ρ

自

旨

隔。
卑

↓
・

ヨ

←

凵

−

き

　
（

090

国
）

一
〇

馳
o

ほ

　

　

　

　
…一

ご
ー

ミ
言
u
←

（

O

出
二

〇

国
）

§
童

．
独

羣
＝

…
−

ミ

ー
え
癖

畧
・

・

…

毳・
 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

O°
譜
OQ
。

　

　

　

　

　
qV

当
塾

‘

セ

、

←
凵

ー

セ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

O
＝

 
b
ロ

ヤ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　一
苛

M．
唱

マ

薄
　
　
（

O「
自
畢
OOO

困

宀

）

穐

p
歳

マ

露

　
（

P，
鵠
；

OOO

＝
）

…
　

9
曽
⇔
もQ

ゑ
壟

一

…皿
　
　
　
；．

膏

浄

u
←

M
≧

建

1
き

　
（

O
乙

自
諺

O
国

）

　

9
＝

鷭
一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　［
　
　
　
　

　
　

一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

裹

｝

鼎

鬆
§
瀞
降

響
欝
書
首
o
藏
嚇
菰
婢
島駻
ε

The 　Japan 　工nstitute 　of 　Energy

筆

毒

　

　

　

琴

　

　

彭

　
（

国．
弱
）

、

　
へ

　
M．
　
Ψ

　
へ

　
脂

1

重

 

唱

冥

、

ー

毒
（

国

問

圜
）

N

吋

v

暢

さ

聾
（

目
層
冨
O
げ
 
口囗

ひ
 
尾

）

 

唱

冥

曳

ー

善
（

〈
巴
く
o
＝
口
 

）

翼

　

　

　

　

凄

響 i牽

　

　

　

　
；

　

　

　

　
．

　

　

薀

彊

憂
飄

躁

　
ー−・．．

ー−
ー

−
−

さ

　

喜

ミ

聾童

掣

韜

　

　

灘

善

O
軸

コ

O°
鼈
μ

O
』

80
』
Qロ

こゆ

O．
虞
ら。

O
』
悼

¶

幡
韃
飄

輦

践 斗 斟 些

唱

　

　

−

　

　

刈，

重謦薹

｝
重

．

融 薦

甼導 一局 一喋
§ 醇 et

毒
、

　

O°
誌
こ。

重

　
9

霧

首

　

　
P
嵩
り

潤
滑

油
特

輯
貔

　

　
潤
滑

油

に

就
て

　

　

景

雫
一

雄

一
〇

六

七



The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　工nstitute 　of 　Energy

月 九 年 七 和 昭

潤
滑

油
特

斡
犹

　

　
潤

滑
油
に

競
て

　

　
景

干
一

雄

　
　
　
　
　
髏
昨
漸

蹂
書
き
o
藏

購
熟

婢
萪
旛
飼
叫

震
薈
〜

E
寒
歸
舘
贈
o
鯊
螻
【

き）

」

　
　
　
　
「

霤

韃
黷

慧
一…

斗 　薄 モ 臨

　 R 　 　 書

て 躯霹 霹
　 ね 　 　 　 　 　 　 むロ
　次　　

田

・ 難糖 e
　麗 　　豸

藤繭 1
　 ）

　　　 　 9
贐　善 蚤 じ

O
隔
じ。

GgO

°
OGc

劇

O．
〔

蓉

ρ
O
『

0

一

輿

書
旨
（

守
田

゜

昌
 

9
ご

＋

当
渓一
τ

蘇
騒
萬
尊

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋

 

ρ
α

次

　
　

 

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋

軋゚
一
聴

融
虞

凝
圃

善

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

坪

亡
訳

礒
黙
蘇
導

躍
）

τ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋

9
α

訳
斗

マ

ら

冥

聽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋

一

b
次
　
　

ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋

目

ρ
O

漾
　
　

ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋

劇

O°
O

装
　
　

ミ

強

無
繭

類

O
』
OOO

°
8
 

O°
目

O
囎

Ob

⇔

NO

°
O
頓

OO

°
OQoNO

「
OQQq

　一
〇

六

八

八

表
參
照
）

高

級
化

合
器
に

あ

り
て

は

不
飽
和
化

合
體
及

酸
素

化
合
體
（

樹
脂
歌
物
質

、

ア

ス

フ

7

ル

ト

様
物
勝

只
）

が

油

膜
構

域
力
に

ま
さ

れ
る

が

如
し

（

第

九
表
）

　

油
膜
構
成
力
の

温

度
に

よ

る

變
化
は

油
膜

構
成
力
の

良
否
に

拘
ら
す

、

帥
ち
炭
化
水
素

、

ア

ル

コ

ー

ル
、

酸
何
れ
も
單

獨
の

場

合
に

は

之
を
認
め

ざ
る

も
（

第
十

表
1

）

其
混
合
物
に

於
て

は

異
り

、

固
體
脂
肪

酸
の

場
合
に

は

共
融
解
點
に

至

る

迄
温
度

と

共
に

漸
膾
し

、

以

後
一

定
と

な
り
、

之
に
パ

ラ

フ

ィ

ン

ワ
ッ

ク

ス

を
加
ふ

る

時
は

低
温
に

於
け

る

摩
擦
係
數
を

減
少
せ

L
む
る

作
用
を
な
す

が

如
し

（

第
十

表
H
）

併
し

酸
化
を
う

け

て

變
質
す
る

不

飽
和

化
合
體
或
は

樹
脂
歌
物

質
の

如
き
は

温
度
上

昇
と

共
に

摩
擦

係
數
を
壇
加
し

、

（

第
九
表
）

こ

の

場
合
パ

ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

饕
〉
藩

驫
渇
躊
φ
醸
o
襯
覊
繍
肄
（
群

三

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　工nstitute 　of 　Energy

十 二 百
’
第

繋
旨
無

贐
書
苗
轡

樋

叶
7

蟹

苒

＾

蠧
瑾
停
ぴ

羆
O
蛍
理

善

瀬
濃
降
薜
O
藏
嘉
熟
蝉

醇
這H

“

一

　
　
轟

書

　
　
善

（

ン
）

罵

書
　
　
　

毒

（

剴
）

翼

鑑

諾

演

　

　

薇

一
　

　

　

1
ー

韃

　
　

飄

踪

　

　

強

ー　　」　
−

鱗．
　
　
　

繭

肄

「
　
　
　
　
一

一
　

　

一

  σ

O
。

δ
O

。

…

　
°。

°
。

「

き
。

　
｝

　

一

き
。

　
一

　

一

冒
O

。

　

　

「　　・

沖

勲
誕
墓

．

9
も。

O丶
お

。

塞
書

。一

自

旦
自
竺

　

　

9
鬯
』oPb9

げ

O

9

峯
Gb丶
鬯

。

9b
。

8
丶

8
。

　

亅

ρ

器
史
じ。

φ
。

9b9
⇔
b9ー

ρ
bo

ミi

O°
 

窯
丶

9
。

O

鵠
食
8

。

黙

呻

画“

黌
端

O
』

器丶
δ

。

露
O
刈

忌
。一

p
鬯
b。

…

9
謡
鰤

　

…

O°
巴
Go

§
α

…

9
＝
目

丶

嵩
。

ρ

曽

警
刈

。

O
」

qQ
腫

9
悼

O
 

　

一

ρ
悼

莓

P
曽
q

9
認
魯oO

°
悼

a
　齟

O°
邸

ゆ

も 90

°
8
駅

憐

　

　

　

一

釉

画

漉

聽
…

　

　

　

一

　

…

轟
殖

O
恥

諞

Ob

博
M

｛

§
…

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

一
　
〇°
鵠
『

一

　

一

§
囂

。 

g8

嶺
。｝

9
図

998似

一一

9
図

g

一
　

　
〇

 
O
歌

．

冖广

O°
め

9
，
b9（
q

…

O
に

O
駅

P
鷲
O

饕
＋
辮

艮
鑿

壼
罪
懿
θ
蘚

潜
靄
婢
θ
餡

澄
∩

片

餠

壓
餌

H

蘚
§

調〔
輩
ど

…．
　

爵

中
　

　

　
　
霽

強

購

粛

臻

素
の

結

に

よ

る

ー…
　

　

　

ー

蕊
。

　

　

譽
。

⊆の

O
。

“

O
。

　

一

鉤

O
。

　一

　

…

罨
一

　

一

目
OO

。

大
に

し

．
　

丶

　
＼

　
耽

妊

　
Y

「

　
　

］

　
　
ヰ

　
　
賢

（

O
冨

電

し

（

ρ

ヒ
乙
）

9
嵩
 、
こ
O°
 

ぞ

＝
O
己

O°
＝
ρ
こ

混
〜
二
〇、、

の

壇
加

（

第

士

同

陥

デ

　
噛

　
u

畔

v

膏

卓
1

き

丶
 
「

目

ー
、
甲

隔

凵

へ

　
v

懿

昏

v

現
凵

へ

v

鶏

（

ρ

辷
g
）

（

O
謡

国。゚る90

国
）

（

O
蕾
ち
OOO

国
）

（

O
；

霹
為
OOH

ご

」

一
O【
8
匂D丶
嵩
b
〜
＝
O

っ

　

、

9
＝
車、
9
ゆ
窃

〜

＝
O

。

90

翌丶
軼
b
〜

誤
。

結
合
様

だ

明
か

次
に

〜

丶
而

←

御

寧

Y

驃

捗

噛

刈

唱

v

薄

（

9い
炉
bOO

缶
）

（

ρ

魯
鴇

80
閏
）

．

「
】

露

　
　、
7

之
に

は

法
に

よ

潤

滑
油

特
輯
瓏一
　

　

潤
滑
抽…
に

就
て

　

　

景

挙
一

雄

　

　

　

フ

ィ

ン

ワ

凹．

ク

ス

を

　

　

　

加
ふ

れ
ば
高
温
に

於

　

　

　

け
る

摩
擦
係
數
の

増

　

　

　

加
を
防
止

す

る

が

如

　

　

　

ぐ

老

べ

ら
る

（

第
十

　

　

　

一

表
參
照
）

　

　

　

　

次
に

粘
度
に

對
し

　

　

　

て

は

環
式
結

合
、

側

　

　

　

鎖
、

不

飽
和
結

合
及

　

　

　

水
酸
基
の

影
響
が

數

　

　

　

へ

ら

る
、

第
一

の

炭

素
の

結
合
が

環
歌
を
な
す
こ

と

に

よ

る

粘
度
の

壇
加
は

著
し

く

大
に

し

て
、

特
に

炭

素
環
の

數

の

壇
加
す

る

場

合
に

於
て

然
り

（

第
＋

二

表
參
照
）

併
し

炭
素
環

結
A
口

様
式
の
…
影

塑
四

に畆
就

て

は

未

だ

明
か

な
ら

す

　
次
に

側
錙胆
の

影
巒
胃

を
見
る

に

之
に

は
側
鎖
の

種
類
及
結
合
方

法
に

よ
る

相
遠
が

考
へ

ら

る

、

一

〇

六

九

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　工nstitute 　of 　Energy

月 允 年 七 和 昭

潤
滑
油

特
輯

號

　

潤

滑
油
に

就
て

　
景

挙
一

雄

一
〇

七

〇

H【

終

ヨ

・

向

寸

　
M

　
へ

　
望

憑
盖
・

並

ご
v

＋

O°
°。

。。

訳
・

赱
ん
串

v

講

　

　

　

　

　
O°
嵩
g。

　

磯

　

　

＋

観

次

　

雫

　

　

　

　
O’
嵩
鱒

　

堅

　

　

÷

炉
O
°。

訳

　

弋

　

　

　

　

　

　

9
嵩
O

遘
邉

マ

。

釣

嬰

　

蹇

［

、

き
こ
ご

こ

耄
麺

O

旨
QQ、一
QQ
ぞ
嵩
Φ

。

　

、

O
』
劇

O

　

ρ

＝
O

．

O°
＝
 

O
臼
二 。

O

　

O°一一
〇

　

〇°
＝
こQ

O
』
e 
⇔

　

O
μ一
QQ

　

O°
δ
国

O
』
◎ 。

OO

°
話
O．、
Q◎

gD
。

　
O°
＝
Q◎

　

　

　

　
、

O°
崔
Go

‘

ρ一
〇

G 

O
」

O
帥

O
」

嵩

9
一

80
凾一
9

髏
＋
ー
黜

轗
薔
謬
群

縄

膏
7x

∩

怠
窪

薄
が

認
 
遂
長
苗
潯

鬣
薜
3
幅
蕪
靄

婢
θ

鼈

慶
δ

汁

が

臟

ミ
蠶

が

之
等
の

明
か

に

職

別
さ
れ
た

る

影
響
を

求
む
る

こ

と

は

困
難・

に

し
て
、

環
式
化
合

體
に

於
て
蝋

灰

素
環
一

個
の

も
の

に

謝
し
註
ハ

影
響
の

不
規
則
な
る

こ

と
を

見

る

べ

し

（

第
＋
三
表
參
照
）

量

颪

蛍

団

O
。

箪
。

悼

9 。

。

会）
o

　

　

啄

O
。

1

8
　 0

　 　

き 1 糠

一土1

　

　
．

図

8
。

羈

畫

重

　
（

訂
）

ヤ

　
＋

O
」

髄

次
“

ぐ

、

メ
（

賭゚

O
殉
）

ヤ

　
キ

　
む

ご

ま

　
ミ

‡
｛

鷁

難
粍、

専
享
v

辜
書
）

‡
需

鼕
鹹
お
ζ

謹

弩
）

・

＋

｛

闇

藩
夥
猷

猪．

四

妻
番
）

ミ

ナ

むコ
ヨ
ペ
ス
き
　

ゾ

ぜ

　

‡
｛
° 。

艱
拶
媒
聽．

塑
）

O
』

器

O
』

鴇．

O°
一

轟｝

「
i
　一

i

（

 
　 o

o

．・lo

oko

ヒ

 
丶ノ

ー
O
」
Qo
婚 一懇ー1

ー！♂
O
馳

8
！1

O
油

鐔

O°
一

芻

O
」
G。
 

！匡
一

昌゚

豊
　

一
蟲
。…

O°一
謡

O
μ

蕊

O°【
「
O．

O°一
Qc
切

O
昌

QoOO
」
OO

，

！
O
ゆ
同

09
寄

ρ

嶺
い

O
』

罐

O
』
opOO

泊
QQq

喝

O
μ

客．

O
臼
 

qp．

O°
留
OO

°一
ミ

　

一

〇

」
α

虫

　

　一

§
吐

§
臥

ρ
日

。゚

量

19
　 謬

1 ： 「
鵠

O
面
宀

QoO

°
留
博 、

08

冖

O
臼

詔

9
鍠
o  

9
鬯
OO

°
爬

旨

O
蒔
Q。

←

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　工nstitute 　of 　Energy

貔 十 二 百 第

か

　
臨
「

欝
十
n
藩

鹸
喜
講
眇
θ

欝
照
言
渾

亜
縛
鹽
嗾

罍
　

河

（

兇

M
ー

メ
）

（

酎

日

H
マ

  。
Ψ

1
藩
）

　

　

　

　

δ
。

　一

Il
　

　

　

　
　

　

　

　　」

（

O
°

炉
し

（

ρ
国

も

（

O
；

国
肄
）

（

弾

爾
聾

黎
6D
）

　

　

　

胃

（

P
鼻
）

（

O

魯
も

u

斗

冒

涛

鴇

v
（

ρ゜
嘗陌
）

斗

M

馳

“

k

」
（

ρ゚

国胃゚
，

）

爬

　
（

O
絃

寓尉゚
）

冥

　
（

O
謬

閏卩゚
）

　

（

O
＝

出
ξ
）

　

（

P
ら

国
3
）

食

冥
（

O
冒

出
；
）

　
望

（

O】°
国凵゚
）

焦
O凵
篇
剛

も

　

98

萄◎

8
爬

　
O°

§
誤
り

　

900

δ
Go

8
お
お
こ
駅

。

　　
　 ＋
　　　

一
　 　 ．一

灘

ii ： 1油陛
・
固し lll

　

8
。

　

Ob8

銕
q 。

　

ObO

 

《一
 

O．
8g
。

悼
q。

丶

田
。

　

　

9
駅

δ

　

　

ρ
 

お

　

O°
8
鬟

　

Ob

＄
⇔

9S8

丶

誤
。

ρ

8
臨

丶

銕
。

　

　

ド
ho

国

　

（

8
切

e

　

　

gO
国

　

　

卜
吶

国

　

（

ρ

90
）

　

　
一

転

国

　

（

PO

鵠
）

　

　
醐

b
国

　
、

（

O°
鰹
Q。

）

，，
，
ー

扇
蜥

酎

　

（
昌

恥
Qo
刈

）

．
i
「

b9
脚
徹

　

（
膊゜
ら。

ざ
）

　

ー

ガ

輪

Q
。

　

98

悼

8
調

　

P8

由

o。

器

980

圃

O丶
こ。

駅
。

ObO9

刈

O°
OO

『

曽
r11

劇

O
。

9
。

　

　

　

8
。

98b

・

醐

皇

ObO

卓
GQ
団

◎ρ

　

ー
」

　

　

　
｝

　

1
 

　

i
一

p

§
處

　

ー
「

　

　

　
一

｝
．
−

−．卩
h』
4『』，

　

　

　

　コ　
　　

ア

　

　「
ー

」「
…

「

　

　

「

ーー1ー

ObO

卩

劇
QQ
ヨ

　

ObO

悼

bρ

　

　

　
　華

轟

O
⇔
Q

海
劇

らゆ．
　

　

O齟
O

島
り
Qo

90

罷
O

o

白
翠

　
9q

国

　

1
　一

　
〇°
 

冒．

　
O
浴

螢

　
一゜
oD

国

（

981
】

F

．．
鱒
e⇔

国鹵

（

戸

ヨ
膳

）

・

弓u
繭

圉ド
ー−
…

ハ
9
留
甎

）

．

　

蠹
姆

：

（

9
じ。

層

o。
）

iー11ー卜

QoO

。

　

…

　

　

　一

一
温
塾o

国

Ob8

笥

り

ρ

88
『

丶

誤
Q

9
ε

8
丶

誤
。

「

1iー「ー：

い
Noll ，il

｝ お
「 Oe

ぼ
ー1ー

一一 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 @ ｝
　 　 　 　 　 　 　

　 群 群 酵
群
躍

．

躑
一
ε

嶺
）

δ
）

ミ
）

区

）q
。

お）　
t ・

L − − 　 1 　 　

　 　

　 　
（

　 罍
@1 ’ 　 ・ 　 　

　

　
　
　

　

　

）

瀞

漕
沺

特

輯
貔

　
　

演

油

に

就
て

　景亭
一
雄 → 〇 七 一 N 工工一 Eleotronio 　



The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　工nstitute 　of 　Energy

月 九 年 七 ・和 昭

潤
滑

油

特
輯
號

　

　

潤
滑

漕
に

就

て

景
単
一

耀

　

髏
十
国

魁

詳
海
言

濤

飛
叫
謹
彊
e
聴
噤

一

〇

七
二

罍

麗
　
　
（

峩

橘
　
　

ー

N
）

旨
　
　

踏

許
　
　
　

冷．
　
　

贐

　

　

　

　

　

　

」

　

　

　．

岩
。

　

　

　｝

8
。

　一

G・
°

。

　｝

艀

O
。

　

　

　…

軌
O

。

　

　．

　

　

　．

φ

O
。

電
　冖

　

　

　「

一

8
。

」

ム

　
団

　
歳

　
爬

　
（

O
°

＝
．

）

7

　
←

　
騒

　
爬

　
（

O
旨
も

曼
）

華

　
警

　
マ

　
マ

　
（

O
×
ρ

戸
6
国
゜°
）

し

　

　
築

　
　
　
　

（

巨

×
決

）

　

　
磯

　
　
　
　

（

”

×
黛

）

け

導

←

λ

マ

嵐

寒

　
（

ρ

舅
ρ
国

中

）

　

ρ

8
ぎ
eo
一

　

P8

雪

峯

　

P
（

O

鴇
Φ

Qo

「
　

ObO

お
お

副
　

O．
8
認

齢

　

ObO

刈

2
こ 

O°
8
紹
瞽

98

竃
畠

ObOQo

岩
団

Ob

〔

Φ

ObO

銓
謡

O．

§
『

8

PO8

 
刈

劇

§
u

窒

90

自
O

蟄

ObO

凱

認
α

O°
只
q

認
り

ObO

語
2

曩
・

…［

ρ

8
自
鞨

β
OO

 
』9
刈

O

Ob

宝
翰
O

O°
OO

蟄
g◎
乢

炉

8
 
こ。

GQ
刈

ρ

8
毳
噌

P
θ

O
齢

8

069

器
O

O°
⇔
6
恥

駅
一

一

〇、
OOabgQ

。

P8

船
gQ
轄 5】

900

＄

曽

ObO

穩
恥

OhO8A

継

ρ
60

自
O
劇

ObO

念
刈

Qo

ρ

§
Q 。

『
O

Ob8

艙

務

OhQGo

腰
山

Ob

宝
一

＄．

O°
8G

 

 
軌

，
08

曁
 

908

痿

　

l

ObO

旨
話

909

α

曽

，

8
器
臼

9

§
 

8

0b8

一

旨

（

嬲

匡
）

i　
l　．　　」　
1

1　　　
ー
」

ー　1　
1　
「

へ

℃

冫

“

ヰ

ン

　
（

ρ
国
＝
）

一

88
詮
丶

言
。

980

◎

δ

ObO

鵠
O

ー

1

！

1

ー

。゚

曳
単
、

甲

λ

v
猶

ビ

　
（

O，
出
＝

O
国
゜

）

P8

ら。

沼
丶

δ
。

一

…

O°
OO
団

O
団

1
　　一

ー
…
　

　

　

ー

ー

1

嘱
へ

罵

M．
囗

凡
、

『

　
（

（

ρ

 
）障
）

こ

き
・
・

ー
・

（

（

O
出
昌゚

）
曽

。
。陥

弖

乙

 
ミ

ミ

尾
ミ

ミ
（
（

O
自
し
OO

な
↓

…
90

宝
8
言

。

ρ
080

ミ

δ
。

一
¢

8
霾
丶

忘
。

P8

器
q

卩O°
8
器
肋

，
O
⇔
駅

O
こ●

POQ

謹

OO8G

。

0

98

§

！
…

ーー

　

　

　

1

　

　

　

1

　

　

　

i

一

　
　
　

　
　
　

−

亠
　

　

　

1

…
　

　

　

1

1ーー

ーII

串

樽

コ

λ

冥

陶

マ

　
（

O
“

炉゚
）

図

唱

亭

琳
、

冒

λ

爬

馳

ゼ

（

O

旨゚
O
閏
し

卑

樽

口

冫

帝

吻

冥

　
（

O

な
も

一
〇°
8
購

謡丶
ホ
。

98

課
黛
嵐

。

990

匙
温

。

Ob

⇔
宀

♂

9

§
曽

P

§
 

Ob

霹
8

0’
8a
Φ

98

お
剛

ーー1

Ilー

ーIl

ーーー

IIー

（

騨
　
一

Q。
）

、

Ψ

←

斗

樽

ロ

♪

融

ヰ

爬
（

O
°

口
＝

O
出
し

職
図

導

き

噸

随

ロ

〉
融

穿

冥

　

　

　

（

O
×
ρ

員゚
（

O

炉
）
吋

×
ひ

ゆ
）

　

　

　

　

　

　
（

睡

忌

守
菷

）

98

圃

き
こ
駅

。

90

犀
額
こ
軌

。

ρ

88
 
丶

♂
。

ーーー

　

　
O°
68

響

　

　
Ob8

δ

［
　
・

舜

8
『

毬

1「　　　
ー1

iーー

　

　

　I　
l

　

　

　

l

「
　

　

　

ー

ーli

I14

ヤ

　
（

目
）

　
（

ロ

　
　

ゆ
）

　

　

　

　

　
（

卩

粍

寸

済

）

08

苫

讐
 
。

98

圃

巳、
6
。

ー1

ObO

竃
qo

Ob

§

11

II

ー1

i…

ll

噸

　
（

巳
　

（

皿

　・

浄
）

　

　

　

　

　
（

11
粍

寸

セ
）

O°
8
羣
丶

馘
。

98

。。

曼
嶺
。

ー／

　

　

9

§
♂

・
　

　

9
●
Q

 

鵠

ー1

　

　

　

1

　
　
　

　
　
　

1

…

ーー

闇　　
卩1

　

　

　

ー

　

　

　

1

一

（

灘
）

層

ロ

冷
−
瓜

冷
鱒

湯

薫
陛

C
醐
冲
C
＾

識
冲

が

ψ
“

）

　
睡

粍

守

寺

ー
μ

粍

寸

←
弾

蘯
蕪
舮

［

醸
冲
C

＾

譌
冲

“

♂

 

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

號 十 ：
一二 百 第

」

饕
十

匿

藩
　

諱
照
言

知
繭
叫

爵
君
誰「
吟
θ

艱
噬

爵

令

e

鮮

1

むPt

》四
　

マ
　
　

恥

　
　
マ

へ

　
戛

　
M。

マ

　
マ

ド

導

亭

九

マ

嵐

賢

メ
　
串

　
ロ

　
マ

　

て

九
　

冥

　

庵
　

冥

浄
塾

ロ

冫

曹

ヰ

マ

（

ρ
出

し

（

ρ
炉
）

（

ρ
躍
自

O』
閏゚
）

（

Oo
口
oO

隔
雪笛
）

（

ρ
9
）

（

O
°

宙一
b

）

HQ

◎°
O冖

一

 ゜
GQ
恥

　
醤

　
ヨ

　
ト9q

ρ

8
悼

＆

ObQ

醇

器

O’
8
⊂ 局

 
「

P2

嵩

O°
O

霧
芻

ObH

⇔

♂

O°
O
旨
O

Ob

ぱ
bρ

済

　
　

難

噛

〒

Ψ

、、
へ

「

ロ

斗

M

随

唱

望
（

05

国

し

、
皆

》
へ

胃

ロ

斗

M
、

唱

寒

　
（

O
ε

国
3
）

一
｝

・

讐
ε

．
｝

（

鬻・
）

÷

・

詈
・

）

｝
（
訓

口
り

）

更
に

高

級
化
合
皚
に

對
し

て

之
を
求
む
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〔
註
以

）

體
な
り

と

の

考
へ

を

持
つ

も

の

あ
り

　

不
飽
和
結
合
の

影
響
に

就
て

も
前
者
と
同
樣

に

不
明
な
る

點

多
く
不
飽

和
度

、

不
飽
和
結
合

の

位
置
帋

に

よ

る
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違
を
求
む
る
こ

と
は
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な

り
、

次
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る
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數
例
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表
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、

然
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も
原
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を

蒸
溜
し
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出
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て
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を
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造
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る

時
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製
後
の

粘
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が
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し

く
減
少
す

る

こ

と
は
粘
度
遞
俾
體
と
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潤
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が
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植
物
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せ
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只
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植
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目
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へ

ら
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が
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稍
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ら
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度
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